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○教育行政としての功労  

 令和３年４月、教育職出身の教育長として事務局教育次長から就任。任期満了後、令

和６年４月から引き続き教育長に就任し、「自立して心豊かに  幸せな未来を創造する  

ふるさととっとりの人づくり」を基本理念とする本県教育を推進すべく、本県教育行政

を指揮している。  

この間、ふるさとキャリア教育をすべての施策の基軸とし、目指す人間像を明確にし

て、鳥取県に誇りと愛着を持ち、ふるさと鳥取をさらに継承・発展させようとする意欲

や態度を身につけ、将来にわたりふるさと鳥取を思い、様々な場面でふるさと鳥取を支

えていくことができる人材の育成に向け、様々な取組を行っている。  

また、毎年、市町村首長・教育長を訪問し、喫緊の教育課題について、直接意見交換

を行うなど、市町村との連携・協働による教育行政の推進に努めている。  

 

○学校教育等の充実に係る取組  

進級時の学級規模拡大による学級の不安定化解消、一人一台端末環境下での個別最適

な学びと協働的な学びの一体的な充実や多様な学習環境に対応するため、既に実施して

いた小学校１、２年生の３０人学級に加え、全国に先駆けて令和４年度から段階的に小

学校３年生から３０人学級を導入し、令和７年度に公立小学校の全学年において３０人

学級を実現した。  

令和６年度に全ての公立学校における学校運営協議会（コミュニティ・スクール）の

導入を達成し、地域学校協働活動との一体的な取組の推進を図ることで、「社会に開か

れた教育課程」の実現に向けて、地域とともにある学校づくりや学校を核とした地域づ

くりを推進している。  

ＧＩＧＡスクール構想により、令和３年度からすべての公立小中義務教育学校におい

て本格的に一人一台端末の活用が始まることを受け、デジタル教材の整備や市町村教育

委員会及び公立小中学校の教員へ指導助言等を行うＩＣＴ教育指導員の配置等を行い、

学校教育の情報化を加速した。また、県立高等学校全日制課程において令和４年度から

令和６年度まで学年進行で一人一台端末を導入するとともに、基盤となるネットワーク

回線の強化や各種トラブルや問い合わせに対応するＧＩＧＡスクール運営支援センター

を設置した。  

県立倉吉東高等学校において、グローバル人材の育成を目指す国際的な教育プログラ

ムである国際バカロレアの認定を目指し、施設設備の改修や教員の研修等、指導に適し

た環境の整備を推進し、令和４年９月に日本海側の公立学校では初めて国際バカロレア

の認定校として認められた。令和５年度に一期生が入学し、２年次から国際バカロレア

による教育が始まった。  

「誰一人取り残さない」という強い思いを持って学びの充実に取り組み、ｅラーニン

グ教材や自宅学習支援員を活用した自宅学習支援や、不登校の未然防止、早期支援のた

めの学校生活適応支援員の配置や校内サポート教室の設置、拡充を行い、多方面から不

登校児童生徒等の学習機会を確保した。  

あわせて、様々な理由で中学校での学びを得られなかった方の学び直しの機会を確保

するため、柔軟な時間割の設定や施設整備等の開校準備を進め、中国地方で初となる県

立の夜間中学を令和６年４月から開校した。  

 

○教員の人材確保・育成に係る取組  

 全国的な教員不足を受け、志願者の増加を図るため令和５年度の教員採用試験からイ

ンターネット広告の導入や、全試験区分において第一次選考試験を関西で受験できるよ

う関西会場を拡充した。さらに採用辞退者を減少させるため、令和６年度から採用予定

者懇談会を開催し、スムーズに教員生活をスタートできるよう担当者への相談や新規採

用予定者同士の交流等ができる場を新たに設ける等、教員の人材確保を図った。  

 近年の大量退職・大量採用に伴う教職員構成の変化を見据え、小中学校において、持



続可能な校内人材育成システムの構築を目指した「とっとりメンター方式」を初任者研

修の一環として導入し、メンターである校内の若手教員と初任者がともに学ぶチーム研

修を通じて初任者の育成と同時に若手教員の資質向上も図っている。  

 

○文化芸術に係る取組  

鳥取県の長年の懸案であった文化芸術の創造と発展の中核地点となる県立美術館の開

館準備を進め、令和４年１月から公立美術館としては全国初のＰＦＩ手法により建設に

着工し、開館までの間、県民や県内の美術館等の参画・協働を図り「県民立美術館」の

実現を進めるとともに、県民参画の対話会や建設現場見学会等の全県に渡る戦略的な機

運醸成やどこに住んでいても美術館サービスを享受できる環境づくりに取り組みなが

ら、令和７年３月に県立美術館を開館した。特に、学校教育との連携に重点を置きなが

ら、幅広い年代や障がいのある方などすべての人々の「アートを通じた学び」を支援す

るため、教育普及の調査研究・事業実践を行う「アート・ラーニング・ラボ」機能を充

実させた。その中でも、鳥取県内全ての小学校４年生を毎年美術館に招待する「ミュー

ジアム・スタート・バス」の取組は、本物の作品を学芸員と対話しながら鑑賞すること

で、観察力、思考力、コミュニケーション力が身につく新たな学びを実践している。  

       



被表彰者の略歴及び主な功績 

井田 博之（いだ ひろゆき）
 

職

名 
元 日吉津村教育委員会教育長    （平成２８年６月から令和７年３月）

 

 

 

 

 

 

 

功  

 

 

労  

 

 

の  

 

 

内  

 

 

容  

 

 

 

 

 

 

 

○学校教諭としての功績  

 昭和５４年鳥取県西伯郡淀江町立淀江小学校に奉職して以来、長きにわたり教育実践

を積み上げた。平成元年から４年間にわたり鳥取県教科指導員（音楽）を務めるなど、

専門性を発揮し、多くの後進育成と指導力向上に邁進した。  

 

○教育行政職員としての功績  

 鳥取県教育委員会事務局指導課指導主事、小中学校課指導主事、西部教育事務所管理

主事、同指導係長を歴任し、平成１８年に西部教育局初代局長に就任。西部地区の各市

町村教育委員会と連携し、広く学校教育に貢献した。  

 

○校長としての功績  

 平成１６年４月、鳥取県立皆生養護学校長に任命され、その高い識見と鳥取県教育委

員会事務局在職当時の経験を基にして、職員と共に幼児・児童・生徒が充実した学校生

活を送り、個々の可能性を伸ばし、よりよく生きることができるよう支援する学校を目

指し、特別支援教育の専門性、指導力と実践力の向上に尽力した。障がいのある幼児・

児童・生徒の教育の充実に努めるとともに、個々の障がいの状態や能力に応じたきめ細

かな就学指導にあたった。また、保護者の教育に対する意識を高揚し、学校経営に邁進

し、幼児・児童・生徒はもとより保護者、教職員から厚い信頼を得た。  

 平成１７年１１月に開催された第５１回全国肢体不自由教育研究協議会鳥取大会で

は、実行委員長としての責を担い、卓越した指導力と実行力を発揮し、大会を成功に収

めたことは、教育関係者から高い評価を得た。  

平成２４年４月に、西伯郡伯耆町立岸本中学校長に就任し、それまでの実践と経験に

より蓄積した確かな理論をもとに、授業改革を土台とした効果的な学校運営の開発と発

展に取り組んだ。まず、同校では「凡事徹底」を行動規範として実践し、「あいさつ・

返事・時間励行・履物揃え・立腰（姿勢）」の凡事が徹底できるよう、生徒、職員と共

に取り組み、建設的で推進力のある校風の維持と発展に努めた。「当たり前のことが立

派にできる。」「平凡なことを非凡に努める。」現代の教育に求められている教育理念

そのものであり、その姿勢は、保護者、地域、教育関係者から高い評価を得た。  

また、同校では「学校の組織力向上」のため、校内研究と学校評価をリンクさせた組

織づくりに取り組み、教職員の経営参画を核とした組織の活性化を図った。学校の重点

目標を「授業づくり」とし、「目標の連鎖」を意識して中期目標を校内研究の研究主題

に転移させ、短期目標を授業づくりの内容として設定し、職員間のアイデアの交流を軸

に個々の想像力と組織の創造性が高まるよう実践した。また、学校評価については、そ

れらの目標・課題を共有し、取組状況についての情報交換を行い、次の行動を生み出し

ていく組織づくりのツールとして活用した。  

 この取組は、この力を引き出す卓越したリーダーシップと明確な経営方針の提示から

成り、教職員を個から組織的な教育集団に変化させたことは言うまでもなく、その指導

力・実践力は教職員の模範となった。  

平成２３年度には鳥取県中学校長会会長としてリーダーシップを遺憾なく発揮し、中

四国校長研究大会を開催県として  成功に導くほか、教育課題の克服に尽力するととも

に、鳥取県教育の充実・進行と発展に大きく貢献した。  

 

○教育長としての功績  

平成２８年６月から令和７年３月まで日吉津村教育長の任を務めた。学校教育におい

て、基礎・基本の定着を目指し、職員の授業力向上に尽力し、児童の学力が大幅に向上

した。令和３年度には、コミュニティ・スクールを導入し、先進地域の取組を学び、運

営協議会委員の選定や、運営協議会実施方法、地域住民と協働した学校教育活動の実施

等、日吉津村で活用できる取組について具体的に示唆した。また、熟議のテーマ及び熟

議後に意見を教育に反映する方法について運営協議会に助言し、学校・家庭・地域が目



標を共有しながら取り組むシステム構築に努め、子どもも地域も元気になる学校づくり

を推進した。また、村の文化・芸術の振興にも尽力し、「日吉津村音楽祭」を立ち上げ、

現在まで６回開催するなど、村の社会教育、生涯学習の発展にも大きく寄与した。  

       



被表彰者の略歴及び主な功績 

 

尾室 高志（おむろ たかし）
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○功労全般 

前教育長の任期を引き継ぎ、平成２９年４月１日に鳥取市教育委員会教育長に就任以来、豊

富な行政経験から培われた卓越した見識により、教育の充実や郷土愛の醸成、健全な体の育成

など、「ふるさとを思い 志をもつ人づくりを進め、夢と希望に満ちた次代をひらく」を基本

理念とする同市教育の実現に努めた。 

 

○学校教育の推進 

任期中に４校の義務教育学校を開校するなど小中一貫教育のさらなる推進に尽力した。また、

平成３０年４月より学校給食費及び指定補助教材費の公会計化と学校徴収金システムを導入

し、学校現場の多忙化解消を図った。 

また、令和４年度からは、市立小・中・義務教育学校、市立幼稚園において「やってみよう！

でー（ｄａｙ）（体験的学習活動等休業日）」を導入し、コロナ禍で大きく制限を受けた体験

活動、家庭や地域でのふれあいの機会を取り戻す事業をスタートし、子どもたちの家庭や地域

での活動の機会の創出を促進する取り組みを行った。 

 

○社会教育の振興 

市民スポーツの拠点である鳥取市民体育館をＰＦＩ事業により、令和５年度に新築、また史

跡鳥取城跡の復元整備において擬宝珠橋、中ノ御門表門の復元及び渡櫓門の復元への道筋をつ

けるなど、市民スポーツ環境の確保や文化の薫るまちづくりの整備を最前線において担った。 

また、図書館の分野においては、令和４～８年度を計画期間とした、鳥取市視覚障がい者等

の読書環境の整備の推進に関する計画（鳥取市読書バリアフリー計画）を策定し、令和６年３

月には、声優やナレーターが読み上げた音声を耳で楽しむ音声コンテンツである「オーディオ

ブック」を県内初導入し、読書バリアフリー環境を先駆的に推進する旗振り役を担った。 

  

 


